
在宅服薬支援事業
「高知家お薬プロジェクト」



安心して在宅医療（療養）ができる環境整備安心して在宅医療（療養）ができる環境整備

多職種・多機関の連携体制を強化多職種・多機関の連携体制を強化
本事業を通して本事業を通して

在宅服薬支援事業「高知家お薬プロジェクト」とは

＜目的＞
医療・介護関係者が連携（多職種連携）し、
認知症を含む高齢者等の在宅での服薬状況を
改善することにより、薬物治療の効果を高める。



平成28年度 事業開始
モデル地区
（南国市、香美市、香南市）

平成29年度
モデル地区
（高知市、南国市、香美市、
香南市、嶺北地域）

平成30年度～
高知県全域で取り組み

在宅服薬支援事業「高知家お薬プロジェクト」とは

取り組みPRのチラシ



皆様の患者（利用者）さんで
こんな方はいらっしゃいませんか?

◯薬をよく飲み忘れたり、飲み間違えたりする方

◯自宅に薬がたくさん余っている方

◯薬の袋がたくさんあって、どれを飲んでいるのか分からない
ため、整理が必要な方

◯中止、期限切れなど明らかに不要な薬があり処分が必要
な方

など



患者（利用者）さんの服薬状況について、気になることが
あればなんでもお気軽に薬局へご相談ください。

どのように相談したらいいかわからない

「薬局へのお薬相談書」（様式A）を作成しました。
調剤した薬局にFAX等でご相談（患者さん同意のうえ）

してください。

皆様からの情報をもとに薬の適正使用を目的として、
薬剤師が患者（利用者）さんの服薬支援を行います!

「薬局へのお薬相談書」（様式A）
の使用はゼッタイではありません。

？



・ 「薬局へのお薬相談書」（様式A）を作成

しました。

▶訪問看護師、ケアマネジャー、ヘルパーの

みなさまと薬剤師の連携ツールとして

ご活用ください。

※薬局へのご相談は、様式の使用がゼッタイ

ではありません。

• 必ず、患者（利用者）さんの同意を得て

ください。

• 様式が不足する場合、コピーして使用して

ください。（高知県薬剤師会ホームページから

ダウンロードもできます。）

ㇾ

🌸 皆様の患者（利用者）さんの
服薬状況で気になる方の情報について



具体的に薬剤師が行うことは?

◯ 飲み忘れや飲み間違いなどの原因を探り、その方にあった服薬
支援を検討・実施します。

（具体例）
・医療機関へ服薬状況をフィードバックし、服薬改善のために
どうすればいいかを検討

・薬の整理（再利用できるものは再利用）
・薬剤師による在宅訪問

など、個々の患者（利用者）さんに合わせた対応いたします。

※対応後は、その内容を電話やFAXにて医師や情報提供元の多職種の
みなさまへお伝えし、情報の共有に努めます。



どこの薬局が
対応可能ですか?

◯ 平成30年度から、
高知県内すべての薬局が
取り組んでいます。

○ すべての訪問看護ステーショ
ン・居宅介護支援事業所
に、プロジェクトへのご協力に
ついて文書等をお送りしてい
ます。（11/19付け）



在宅服薬支援事業「高知家お薬プロジェクト」 の流れ
②調剤した薬局へ
「薬局へのお薬相談
書」（様式Ａ）等を
利用して情報提供

③必要に応じて処方医への相談

⑤対応結果は、情報提供元へ報告

FAX
番号は薬袋参照

④対応結果は、
処方医へ報告

地域の薬局

患者宅、事業所

①服薬状況の
気になる患者（利
用者）さんが
いらっしゃる場合

③薬局の対応
・ 飲み忘れや飲み間違い等の原因を探り、患者
（利用者）さんにあった服薬支援の検討と実施
・状況に応じて患者宅への訪問も検討
・医師の訪問指示による患者宅への訪問 など

★ 薬局では、おくすりバッグ（残薬バッグ）に
よる残薬相談対応やお薬手帳や聞き取りなど
から服薬情報の確認の強化に努めています

⑥薬局（薬剤師）は、事例をまとめて薬剤師会へ報告



お願いなど

（参考） 「薬局へのお薬相談書」（様式A）は、公益社団法人高知県薬剤師会ホームページから
ダウンロードできます。
http://www.kochi-kenyaku.or.jp/wfile/?q=grp01|319

○ 服薬状況の気になる患者（利用者）さんが
いらっしゃいましたら、お気軽に薬局・薬剤師に
ご相談ください。

皆様からの貴重な情報をお待ちしております。


